
リーダー研修Ⅲ-３アンケート 意見まとめ 

 

＜研修内容について＞ 

１．西 洋介先生の講演「ＳＮＳを使った具体的な情報発信について」 

 ①よく理解できた      ②ある程度理解できた      ③難しかった 

＊③の方は、その内容または理由を教えてください。 

 ③ＳＮＳを使っていない為。作成にあたってはわかりやすかった。 

 ③各ポイントの画像があるともっとイメージが出来たと思います。 

 ①情報発信において分かりやすくすること、共感できることを発信する人を引き付ける事を学んだ。 

  また、ライン登録において情報を知ることも自分にできることだと思った。 

 ③使用方法 

 ①短い中でもわかりやすかった。 

 

２．五反分正彦先生の講演「国政に看護職代表がいることのメリット。なぜ私達は連盟活動をするのか。 

 ①よく理解できた      ②ある程度理解できた      ③難しかった 

＊③の方は、その内容または理由を教えてください。 

 ②政治の世界、戦略、戦術を（知らなかった事）少し理解でき、有意義な講演でした。頑張ろうと思えた。 

 

３．今回の研修は候補者の認知を図り、投票行動に役立つと思いますか。 

 ①かなり役に立つ。今後に生かしたい   ②ある程度役に立つ    ③役に立たない 

＊③の方はその理由を教えてください 

 意見無し 

 

６．看護連盟の「看護政策実現のために、看護職代表を国政に送る」目的のため、今後どのような取り組み

が効果的だと思いますか。他自由意見。 

〇このような取り組みの継続 

〇先ずは医療職から広め、周りの一般の方へも広める。 

〇連盟活動（内容）の理解。 

〇現在看護職の代表として国会で活躍している議員さんの働きがなかなか見えて来ないので残念です。 

〇まずは自部署のスタッフへの周知活動（候補者名の周知、看護職代表を国政へ送りメリット）をすすめて

いきたい。 

〇テレビ出演。コロナ禍の今、医療者の人員確保が大切だと報道され、一般の人の医療職への認知も上がっ

ていると思うので、いいかと思います。 

〇組織票を獲得する為に勇気をもって、まず一人への声掛けが大事であると思いました。 

〇看護の代表を挙げる事は職員のため、患者のため、地域のためにつながるので、１人づつでも増やしてい

けるようにやはり声を掛け合うなどがいいと思います。 

〇1人でも多くの看護職代表を国政におくること。看護連盟の活動を知ってもらう。 

〇今回のように現状を改善するために法案を検討。それを法案として成立するための流れや、議員さんの動

き等説明していただき分かりやすかった。選挙参加、看護職議員の存在の必要性が分かった。 

〇現活動をもっと広めていく努力が必要。 

〇どのような利点があるか、色々な人達に知ってもらう機会をつくる。 



〇一人ひとりが今の現状を理解し、情報を知ることが必要だと思った。自分が理解した上でスタッフへ広め

ていく事が必要だと思った。 

〇若者達や看護職以外にも認知してもらう必要性がある。まずは職場で認知度をあげ、そこから家族や知り

合いにも広げていく。積み重ねが大切だと思います。ただ、業務時間外でスタッフに集まってもらって活

動するのが難しいところです。 

〇研修でも言っておられましたが、若い世代へのアピールのためＳＮＳを利用した情報の発信が必要になる

と思います。 

〇コマーシャルを頑張る、まずはいいとと思いました。私自身も今色々知り始めたばかりです。知った事を

伝えて皆に興味を持ってもらう事からでしょうか。 

〇石田先生のありがたさがよくわかりました。 

〇看護協会の研修時にも常にメッセージを発し続ける。まずは投票に行くという行動をおこさせるまでが大

変。現場は疲れきっていいるので。 

〇わかりやすい講義も必要だと思います。例えば本日のような。五反分先生流石です。多くの方に聞いて欲

しい。 

〇今ＳＮＳを有効に利用した活動が必要と思います。応援するにもＳＮＳで、会員も負担に思うことなく活

動しやすいです。 

〇施設幹事だけでなく施設の看護管理者の協力は不可欠だと思います。また、本日の研修で国民を幸せにす

るための活動なのだという気持ちのきりかえをしようと思いました。 

〇若い人の投票率が低いと言われるがＳＮＳを活用した日頃からのしたしみやすさが大切だと思った。その

時だけ選挙にと言われてもなかなか行動にうつらないと思う。スタッフへの名簿依頼は考えなおしてほし

い。それをすることのデメリット「選挙ってイヤだなあ」というのもあると思います。 

〇ＳＮＳを使っていない人への情報発信どうしたらいいですか。 

〇新人教育に組み入れる。 

〇家族や知り合いへの声かけ。職場では、看護部だけでなくコメディカルへの協力、声掛け。 


